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性 研 究 第10巻 算1号
一針Lm
1. 本誌 は､物性物理 の研究 を共 同 で促進 す るため ､研 究者 が そ
の研究意 見 を自由 に発表 し討論 しあい､ また､研究 に関連 した
情報 を速 や か に交換 しあ うこ とを目的 として､毎 月 1回編集 ･
刊行 され ます｡掲載 内容 は､研究論文 ､研究会 ･国際会議 な ど
の報告 ､講義 ノー ト､研究 に関連 した諸 問題 につ いての意見 ､
情報 な どです｡
2. 本誌 に掲載 され る論文 につ いて は､原則 として審査 は行 ない
ませ ん｡ 但 し､編集者 が本誌 に掲載 す るこ とを著 し く不適∴当 と
認 め た もの につ いて は､改訂 を求 め､ または掲 載 を拒絶 す るこ
とが あ ります｡
3. 本誌 の掲載論文 を他 の学術雑誌 に引用 す る と きは､著者 の承
諸 を得 た上 で privatecommunication扱 いに して下 さい｡
投稿濃度
1. 雑 誌 のペ ー ジ数 を節約 す るため原稿 は極 力簡 潔 にお書 き下 さ
い｡
2･ 原稿 は400字 碍原稿 用紙 を使用 して下 さい｡
3. 数式 ､記号 の書 き方 は Progress､ Journalの投稿 規定 に
に準 じ､ミスプ リン トが生 じないよ うに適 当 な処 置 を とって下 さ
下 ツキは特 に
英字 の大 ､花女字 ､ ギ
て 竿 Jさ し
うに､O とa
と0(ゼ ロ)､u とn と rr ､C とe ､1(ェル)と 1(イチ)､X と×
カケル)､u とV等･が一 番聞 達 いやす いO
4･ 数式 は 3行 にわた?て大 き ぐ書 いて下 きい｡
5. 1行 以 内 にお さまらない可能性 の あ る長 い数 式等 は必 ず改行
の際 の切 れ 目を赤 で指 定 して下 さいO
6. 図 の縮尺二､拡大 は致 しませ んO- 頁以内 に入 らない図 は原則
として著者 に返送 し､書 き改 め ていただ きます｡
7. 投稿 後 のノ京稿 の言丁正 はで きるだけ 書け るよ うに して下 さい｡
8. 別刷 が入用:な場 合 は､投稿 の際 に所要部 数 を10部単位 で申込
んで下 さいO別紙代 は下記 方式 に よ り､ 現金 で'納入 していただ
き ます｡
(郵 券 に よ る受 付 は い た し ませ ん｡
p :物 研 出来 止｣り頁数
Ⅹ :別刷 所 要 部 数
a :別 刷 一 頁 の代 金 1円
も :製 本 代 (別 刷 一 部 につ き) 10円
別刷代 〒 (a p +b)Ⅹ + 送 料
別刷代 金･は別刷 を受 取 ってか ら､ 1ケ月以 内 に納 め て下 さい｡
それ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金二を請 求 され る こ とが あ ります
す か ら､笹口注 意 下 さ い｡
9. 原 稿 締 切 日は毎 月20日で原 則 と して次 月 発行 誌 に掲 載 され ます
ます｡
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｢NoriLinearity and Fluctuation in Marly- body
Problems｣
2. 期 E3と場所
5月 27日 (月)より5月 29日 (求)までの5日.問 基研
5. 研究会の内容予定 (交渉を含む)
第 1日 午 前
10.00- 12.00







午 前 午 後
10.00- 12.00 1∴50- 5.00
2日 伊 豆 山 嘩 夫 :スピン系-orsもem- Zerヱユike 自由討議
の Modifioationとその応用
9.00- 10,50
5日 西 川 恭 冶 :プラズマ-王に Non-Linearity ク
1.0･50～ 12･DO






































正副二通 の申,正の方は必ず 白い上 質の紙 をお使 い くだ さい｡次の紙が
す き通 ってみ る Onionskinで は読みに くい 羊とは ･よくご承知 と思い ま
す o L'フェ リーや植字工や校正者が迷惑し孝 す｡
2. 清 書
訂正した原稿はタイプで清書 しなお してか らご投稿願います｡ き れ い に
清孝 したもの_と,してないものとでは誤植の数が相当に違 います . 汚 い 原
稿は レフェ リー,印刷所 ,校正者にも迷惑をかけ ,時間の ロス を 多 く し ま
す｡
あまりひどい時は清書 をしなお していただ くこともあ ります ｡
5. 活 字 指 定
イ) 必ず下記の記号で活字を指定 して ください ｡
立 体 : ｢｢ イタリック: .′へ 又 は - I
ギリUヤ字 : ギ ゴ デ : = 又は -へ八
英花文字 :英花 下 ツキ 上ー ツキ :∧,∨
･例〕 妄a^%- 指 すjW ･霊 フ誌ギ ギ ギ
ロ) 立体にす るべきもの
a) sirl, COS, tan,coも , coSeC)卜TT,Sp , Im,arg,ln,
⊂)
logやIim,grad,dlV,eV,A,Din,at皿,kca1,3(刺 ),
∬ (宿 ) ,exp(eとすれ ばイタ リック),など
b) 言葉 を略した もので ,まだ記号化 されていないもの
例 えば .Total,el,ex などのよ うな suffix
c) 化学記号
〔注意〕 本文中の記号は指定が なければ立体になるか ら,イタリッ-5i7
クの指定をす ること ｡ 本文か ら独立した式は指定しなくてもイタ
リックにな るから宝珠 にするべき文字に立′妹の指定をす ること.
-) 区別し難い文字 に対す る活字指定
a) タイプで打 った場合
イチとエJL', ゼロとオー , カケ)i/とエ ックス.
-8Tj-
掲 示 板
アポス トロフィとプライム,degree sign (オ-の小文字 を使 っ
た時)とゼロの上 ツキ
b) 手書きの場合 (特に大文字 ･′卜文字 の区別がわか り難い)
ゼロと大文字 オ-と小文字 オー,イチ.と絶対値の記号
C,W,K.P.S,Ⅴ,X,Z,H の大文字 と小文字
ニ) 上 ツキと下 ツキ
上 ツキの上 ツキや下 ツキ,下 ツキの上 ツキや下 ツキの ように.二重に
す るのは避けて くだ さい｡より小さい活字が ないので ,操作す るのに大
変手間がかか ります ｡
ホ) 図や表にも活字指定 をす ることを忘れ ないで下さい0
4. 図は牙 .1)Jナル原稿 をお送 りください C
こまかいことについては以前に刊行会か ら出した ｢投帝の手引｣,物理
学会の ｢投稗の手 引｣,pbys,Rev,の Mannuaユを参蝿して ください ｡
理 論 物 理 学 刊 行 会
ひ ろ ば
o北大 42年度 M.C.卒論 (物性関係の分)
氏 名 研究室 請 文 題 昌
合 田 iE 毅 物性理論 phon｡n泉 に於け るImpurityの理論米)
松 永 武 彦 磁性(金)
C:
蚕 盛 微 志 砕性 (鎗)







伊 藤 太 郎 分 光 金属に吸着 された水素の核穐気共鳴
橋 間 春 作 物性理論 wiener Processと非竣型問題集)
-81-
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氏 名 研究室
木 田 惇 極 低
浜 中 俊 明 結
高 井 信 勝 結
疋ー 田 明 幸 応






申 矢 隆 _行 物性理論
石 田 三一宏 ＼､司 結 晶
宮 下 忠 磁 性 (化)
ひ る は
論 文 題 目










莱) 物牲理論関係の MC論文は_origlnaiity.を要求 しない.
今年度 は5篤 とも review.
o京大理 ･物理第一教室の卒論 理論に曝 したもののみ
(生物物理 ,流体 を含む)
D.C.
Li) 秋 ･元 興 -
Formalism ofWannierExditorn : Screening of
Electron-⊥Hoユelnteraction and General Descrユption
of亙;Ⅹciton InもeractiorlSWith 巨;ⅩternalFields
④ 金 言 散 人
Theory oftheBalユ Coefficient､in Disordered Svsもems
(事 情 都 春 夫
The Stability of the 巨三kman Layer and もheDetatched
Shear la･ye=,
二 8 2 -
乙,h そ ば
④ 吉 光 浩 二
























































① 酸化鉄粉体の誘電的特性 電波化学分科 岩 内 幸 蔵 -･ 1
I:Ji/h 水浴液法による酸化鉄および含水酸化鉄の生成および磁性
同体化学分科 山 本 直 一 ･･ 5
③ 微粒子による低ニ ッケルr- FeNi合金の橿気的研究
金相学分科 浅 野 餐 ･･5
④ HexagonalABC15型化合物の 1次元反強磁性
(A : C+ R言,B ‥Sd 2価金酎 オン)S,
金属物性学分科 阿 知 波紀郎 - 7
⑥ 高温高圧下の Zn一 才系に関する物理化学的研究




金履物性学分科 向 井 和 男 ･- 19
o京大理∴･化学教室,昭和 42年度修士課程卒業論文
① エタノールア ミン類の誘電的性質
電波化学分科 飛 田 喜 功 ･･ 51
③ Ni単結晶薄膜 とア ミノ酸の配向疲着
結晶化学分科 田 辺 勝 利 ･･ 55
⑨ 分子間水素結合化合物における構造異性体の存在と2極小ポテンシャル
コロイ ド化学分科 庶 宏 -･ 55
@: 固体 メタ ンの分子運 カ ー そ-の熱力学と分光学
量子化学分科 西 山 貿 一 ･･ 57
(釘 固体 メタ ンの高い転移点についての考察
竜子化学分科 安 田 秀 雄 -･ 59
⑥ イッ トリウム - 水素系一次固浴相の Han 効果と碑軽
金属物性学分科 徳 光 直 樹 ･･ 61
② 三重項状態 を示す固体有機陰 イオンラジカル塩の磁 気的性質
金属物性孝分科 牧 野 弘 史'-･ 65
⑨ 固錬 アン トラセン陰 イオンラジカルの磁気的性質
金属物性学分科 増 田 喜美子 -I 65
@ r相窒化鉄の磁性F)研究
金属物性学分科 山 岡 隆 ･･ 67
⑳ オL'フィン遷移金属2T錯漆の諸性質に蘭す る研究
構造化学分科 岩 尾 徹 也 ･･ 69
@ 帝 スピン穀倉定数の摂 功計箪
構造化学分科 田 村 弘 毅∴- 71
㊥ -キナア ミンタロ ミクム(酎ク~ロロ鏑鎗体の磁性
■ 分光化学分科 大 橋 憲太郎 -･ 75
-84-
ひ ろ ば
(i:3) cr(Py)5C15の液体 - リウム温度廃 城及び断熱消磁温度儀 軌 二於ける
磁性 分光化学分科 堅 田 玄 宥 - 75
64) MnSO4･4H20 の線状吸収とゼーマン効果
分光化学分科 野 口 覇 子 - 77
(lI5) Mn Ti F66H20 の線状 吸スペク トル
分光化学分科 平 松 徹 - 79
C1_6) coc12.6H20 の可視部吸収帯とその解析 --
分光化学分科 中 川 雄 嗣 -･ 81
㊥ 分子線速度選択器の試作
無機化家分科 熊 村 正 朋 - 85
⑲ ｢金および銀 着蔵膜上におけるエチレンの水素添加反応について,｣
無機化学分科 土 井 彰 .- 85
㊥ パ ナi>ウムブロンズ LixV,{2 02の構造と物性
金相学分科 小 林 国 男 -I 87
㊥ チ-電子化合物の低温変態
金相学分科 竹 原 尚 夫 ･･ 89
o基研談話会`
5/18 Baym
Dllute Solusions ofHeろ in SrlPerflu･1d He4
o 基研 コロキウム
2/24 武 野 正 三
a Solution of もhe Dyson 玉垣 uaticn in Mary Impurity
Problems in Solid- Extended I皿Purj.もy Pctenti･a1
5/9 尾 崎 正 明
Theory C1ffielix- Coil Transition-in DNA










5/25 松 田博 嗣
不規則系に於る固有関数の局在牲
5/50 米沢富美子
a SysもematICApproach もo the Problems ofRandom
LattICeSTa:king lnもoAcc〇unt もheExclusion Effect
o京大理 ･物理教室コロキクム
5/11 M.Date & M.Motokawa
Jcurnal ofPhysICaユ Socie･uy ofJapan -?214, 42(Jr:68)
担当`者 蔵 本 由 紀 -
ニ ュ - ス
◎人 の うごき
o 真 木 和 美 氏
京都大数理研助手 - 東北大理 ;物理 ･教授
昭和 42年 12月 1日曹発令
〇 万 成 教 授
九大理 ･物理 ･森研へ琉劫研究員としての来学期間が終 り.5月
51日付で簡大へ帰任
O 小 暮 勝 二 民
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o 石川事志 (東大教養), 金吾散人 (京大理)
両氏は 4月 1日より名大理 ･物理 S研 (物性腰論研究室)に助手
として赴任





o 三 井利 夫氏
1968年 5月 より7月 まで ,阪大蛋白研角戸研究室に共同研究■
員として滞在の予定
プ レプ リン ト案内
〔東北大 ･工 .応軌 模〕
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〔九大 ･理 ･物 性理論研究室 (秦,川崎,都築)〕
aD-evelopmentof Partition Function in Boltzman DistTibu-
tion.I, (Andrzej Fuliiski )
C'Developmeltof Parも1tion Fun-ction in Boltzlnan Distribu仙
七ion.II,Diagram Notation. (Andrzej Fuli孟ski)
oDevelopment,cf ParLuiticn Func･tlOn in Boltzmann Disもrib-I
ution,III.T-Chaln･S and W-RingLS.
(Andrzej FLlli左ski)
oDevelopmentof ParもitlOn Func七ionJin Boltzmann Disもrib-<
ution.IV.Summation ofLeading Diagrams.
(Amdrzej Fuli孟ski)
oThermodynamic Bounds on ConstantVolume Hea七 Capacitj.es
andAdiabati.c CompT'esslbilities.
(John C.Wheeler )
oTheory ofThernaiMotions in AnhaTmOriic Crystals.
(G.Niklasso工land A.SJ01ander)
C 九大 ･埋 ･物理,寓成勲氏の所へ ,次の様な Rare Earths的係の論文
LIStが来た o (蔑成氏 4月 1日からの住所は岡山大 ･理 ,)
Partial List ofPublications frog theAMES Labor-
atorv Involving Rare Earths
〔日大 .理工 ･物理〕
o Sて)in ltzVaves in HeL in もhe PaTamagnOn t-.I,4odel




o Temperature Dependence of the Spin Suscepも1bility of a
Nearly Ferromagneもic FermiLiquid
(~M.T.Bea1-Monod,Shang-KengMa and D.R.Fredkin)
o An Extension of the Ornstein-Zernike rheory of the
critica.i Region. (G.Stell)
｡･Antilinear Operators in Hartree-Bogolyubov Theory.,I.
(FedorHerbuも andMilan Vujiclc)
o On Analyticity Properties ofan Exponential Operator.
(N.N.Bogolubov,Jr.1
｡ Relativistic Stcchastic Processes. .(RemlHakim)
o Kinetic F,quations forMicroscopic Plasma Turbulence.
(D.Pfirsch,K.Eisasser and Tj.Biskamp)
o NuneI.lCal lnvestlgat10n OfCcllisionless Compression of
a Plasma with Anomalous Friction. (A.Chodura )
〔名 大 埋〕
i-1･On th〔き民Ⅹistence o3'_LILocal Bound St,ates i_a Superconducも-
ors (A.A.AbrikqSOV)
L3 TheMa.gnetlC ImpL1ritv Problelm;NuclearMagneticResonance
sT,udies ofthe Ciround State (A.J.fieegeT,
L.B,Welsh,班 -A.Jensen and G.G1-3.dsto_ne)
〔東大久保研〕
o Stability ofFerro- and Anも1ferromagnetism Under i,he
s-fIrlterac七ion (A.J.Pedro )
oOn theBound Sl,ate of Corjduction E1ectrons Coupled With
a Localized Spin (Stidao NakaJima.)




ophonon-Quasiparticle Interactions in Iうilute SollユtionB
offe5 in Superfluid He4
II.Phonon Boltzmann Equation and First Viscosity
(Gc,rdon Baym,W.F.Saam )
o AnisotropicTemperature Plasma Instabiliもies
(級.Kalman,C.Montes and D.Quemada)
oPhenomenOloglCalDerivatior10f the DiffiユSe CollectlVe
Mode in the LinearMagnetic Chairi
(yosbikiKuramoto)
o ProjecT,ion 'ilechnlqueS inNon-Equilibrium Statistical
Mechanics (AmadorMurlel)
o Theory ofThermalMotions inAnbarTnOnic Crystals
(G二Niklasson and A.Sjolander)
oOn もhe Structure ofもhe Transition Metals (a.A.Deega_n)
o Singleも Ground State of aLo.cali乙ed SpirlinMetals
(.A虹ioYoshimorl and Ke主Yoslda)
o Frequency Shift and Damping Constant ofFerrimagnetic
spin 町aves (K.Ta.ni andM.Takemura)
o AjユOmalous Aもtenua_tion of Sou.nd near .Luhe Spin-Flop
Transiもion Point in UniaxialAntiferrc皿agnets
(K.Ta工li )
o Normal Solutionsof 七he Llneari.Bed Boltzmann EqL1員.七1On
(G.Scharf)
〔北大物性理論研究室 ,京大基耕〕








The amplitudeJ･N (a) ofa wave of frequency w which
is trarlSmitted by a disordered array OfN isotc'pic defects
in a onedimensioIlal crystal has been investi琴aT,ed in the
lim二Lt in which N→ C¢ whlle the ｡veralユ conc,entration of
the (〕efects in tJhe array reTrla.ins fixed.IThe もransmitJted
amplitude J別(払う iR PrOPOrTJIOnal tc もhe reciPrOC･al of 七he
magnilJude oil.an Nth order dete- ･inant whose eleLTlentJS
del⊃en(〕 explicltlv upon もhe spaclngS bet,w白en defects,七he
incident frequency w.and thFj rela.tIV(-? ma･SS difference
q-(M-131)/■Tn between the a(Jfect particles and the parもー
i･cles ofthe host cTySta-i.'EIN(Q'l j･s represe-Tlted 31LS
exp〔→ よ鴇αN(W,麹･揖)〕 Wher(∋ G is the overall fractional
c･oⅠ〕centra.tIOn Ofdef∈JICts;and tw('J い月〕eS Of estlm;H,es of
αN(W･勘 C3) are obtained･Firs信 assuLn･inp,I thaも the
spaCingL5Lbetween nearest-neユg.hbor pairs cf defects are
i.ridepeldent rando【LTi ､J-ariablelf｡upper :And lower boLl_Tlds are
obtained on αN(W ･ 軌 Yfj) 血 ich are lndepend･ent of N
provided ･that C is sufficierltIy small,the lower b〇und
is T,OSitive･SerjOnd･Mo･nto i､コarlo estlinateS OfaN(¢‥ 遺,･u)
are c}btained liュ the cases i,- 1,LJ- 0.1 a.nd 7或- 1,し-
｡･5 ･for i=lrrayS Of S× 104 defecもS.These 加 n鴇 Carlo
e;,1tlmaT･es are compared with the previouslv o〔)tained bounds.
It lS also shown もhat at th〔≧spe(〕ial frequencies of
'LViatsuda and for Q≧ Qcriも . the limiting Valu･e of
αN(W.痩,a) is posユtive in TJhe enT,ire COnCentration- range
Oく Gく 1,Explicit uppe.r and lower bourlds Fire Obtained o1-i
a〔sin(打/′4), 1,u].
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